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【平面図】

平成３1年度 危険渓流の流⽊対策事業

【凡例】 事業地 ①→写真撮影位置

【被害後】
写真撮影位置①

【被害後】
写真撮影位置②

（影響）平成30年7⽉豪⾬により、事業内の隣接する渓流に
おいて崩壊が発生し、府道168号に⼟砂が流出

（対策）31年度に、治⼭ダムや危険⽊除去等を実施する

（豪雨による影響と対策の内容）

【事業方針】
○平成30年7⽉豪⾬や同年台⾵21号等、事業導入時に想定していなかった災害の
発生により、全30箇所を対象に再度、点検調査を実施し、その結果に基づき必
要な対策を講じる
○H31年度計画 14箇所（新規6、継続8）⇒21箇所（新規6、継続15箇所）
○H31年度予算額は、本事業の過年度差額とH32計画の⼀部を流⽤
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【平面図】

平成３1年度 危険渓流の流⽊対策事業
（2）和泉市仏並町地区

【被害後】写真撮影位置①

【被害後】写真撮影位置②

（影響）平成30年9月の台風21号により、対象箇所内において
⾵倒⽊被害が発⽣し、渓流等へ⽴⽊が倒伏

（対策）流⽊となって流出を防ぐため、31年度に、⾵倒⽊処理
等を実施する

（台風による影響と対策の内容）

【事業方針】
○平成30年7⽉豪⾬や同年台⾵21号等、事業導入時に想定していなかった災害の
発生により、全30箇所を対象に再度、点検調査を実施し、その結果に基づく必
要な対策を講じる
○H31年度計画 14箇所（新規6、継続8）⇒21箇所（新規6、継続15箇所）
○H31年度予算額は、本事業の過年度差額とH32計画の⼀部を流⽤ 泉州農と緑の総合事務所
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【平面図】

平成３1年度 主要道路沿いにおける倒⽊対策事業
（１）府道6号

【被害後】主要道路沿い被災箇所（写真②）

（影響）主要道路沿いに著しい倒⽊被害が発⽣し、放置す
ると、⼆次災害により通⾏に⽀障が出る危険性がある。

（対策）速やかな倒⽊処理により、主要道路の通⾏障害の発⽣
を抑制し、安全化を図る。

（台風による影響と対策の内容）

【事業方針】

平成31・32年度事業として、主要路線沿いの⾵倒⽊被害地について、⼆
次災害発⽣を防⽌するため、倒⽊処理を実施する。

②

1:25,000

【被害後】主要道路沿い被災箇所（写真①）

撮影⽇︓H30.9.11

撮影⽇︓H30.9.11

府道6号

【凡例】 被害地 事業地 ①→写真撮影位置



①

【平面図】

平成３1年度 主要道路沿いにおける倒⽊対策事業
（２）府道79号

【被害後】主要道路沿い被災箇所（写真②）

（影響）主要道路沿いに著しい倒⽊被害が発⽣し、放置す
ると、⼆次災害により通⾏に⽀障が出る危険性がある。

（対策）速やかな倒⽊処理により、主要道路の通⾏障害の発⽣
を抑制し、安全化を図る。

（台風による影響と対策の内容）

【事業方針】

平成31・32年度事業として、主要路線沿いの⾵倒⽊被害地について、⼆
次災害発⽣を防⽌するため、倒⽊処理を実施する。

②

1:25,000

【被害後】主要道路沿い被災箇所（写真①）

撮影⽇︓H30.9.11

撮影⽇︓H30.9.11

府道79号

【凡例】 被害地 事業地 ①→写真撮影位置



【平面図】

平成３1年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり） いずりはながれだに

（1）⾼槻市出灰流⾕地区

【凡例】 事業地 ①→写真撮影位置

【被害前】写真撮影位置①

【被害後】写真撮影位置②

1:25,000

撮影⽇︓H29.8.23

撮影⽇︓H30.9.18

（影響）事業対象地区内の⽴⽊の⼤部分が強⾵により倒れ、
間伐対象木が消失、間伐を実施できる状況にはない。

（対策）森林所有者と協議の上、国の補助事業等を導⼊し、
⾵倒⽊を処理し、植栽を実施する。

（台風による影響と対策の内容）

【事業方針】

平成30年度より事業実施を予定していたが、間伐対象⽊が消失し、
本事業⽬的の達成が不可能となったため、事業対象地区から外すことと
する。（事業対象地区は34地区から33地区に減）

②

①



①

【平面図】

平成３1年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）
（２）高槻市川久保地区

【被害後】被災した林道（写真②）

（影響）事業対象地区に⾄る林道上に著しい倒⽊被害が発⽣し、
到達不能となる。

（対策）林道管理者と協議し、速やかな倒⽊処理により通⾏を
回復し、事業実施を⽬指す。

（台風による影響と対策の内容）

【事業方針】

平成30年度より事業実施を予定していたが、進⼊路となる林道部分に⼤
量の倒⽊が発⽣し、施⼯地に⼊れない状況にあるため、平成30年度の事
業実施を⾒送り、平成31年度実施とする。

②

【凡例】 事業地 ①→写真撮影位置

1:25,000

【被害前】作業道整備予定箇所（写真①）

撮影⽇︓H30.6.28

撮影⽇︓H30.9.10


